
【令和２年度各会計決算に係る市長報告説明要旨】 

（R3.9.6） 

まず、伊丹市一般会計歳入歳出決算について御説明申し上げます。 

令和２年度は、伊丹市総合計画（第５次）の総仕上げの年として、その将来像で

あります「みんなの夢 まちの魅力 ともにつくる 伊丹」の実現に向けた施策を

着実に推進し、特に「さらなる安全・安心を実現するまちづくり」「未来を担う人

が育つまちづくり」に注力してまいりました。 

「さらなる安全・安心を実現するまちづくり」では、市立伊丹病院と近畿中央病

院の統合再編に係る基本方針に基づき、基幹病院及び健康管理施設に係る施設の基

本設計を行いました。 

また、防災拠点として市民の暮らしを守り・支える新庁舎では、令和４年秋の供

用開始に向け造成工事が完了し、本体工事に着手するなど整備を進めるとともに、

室内の快適性と大幅な省エネルギー化を両立する環境配慮型庁舎として、「ＺＥＢ 

Ｒｅａｄｙ」の認証を取得し、環境省が実施する「レジリエンス強化型ＺＥＢ実証

事業」に、延床面積２０，０００㎡を超える大規模庁舎では全国で初めて採択され

ました。 

さらに、まちなかミマモルメの検知箇所の増設のため、市バスや児童くらぶ等に

移動式受信器を設置しました。 

「未来を担う人が育つまちづくり」では、就学前施設再編計画に基づく、南西部

こども園の工事着手に加え、民間保育施設の開設支援や保育士確保支援事業など、

待機児童対策に取り組みました。 

また、ＩＣＴを活用した学校教育の情報化を進めるため、児童・生徒への１人１

台タブレット端末の配布や、高速大容量の校内通信ネットワークを整備しました。 

次に、昨年３月から本市にも広がりを見せた新型コロナウイルス感染症につきま

しては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等を活用し、市民の皆

さまにも御負担をお願いしながら、「感染拡大防止対策」、「生活や雇用の維持と

事業の継続支援」、「地域経済対策」及び「新しい暮らしのスタイルの確立」に取

り組みました。 



「新型コロナウイルス感染拡大防止対策」の主な取り組みでは、公共施設や障が

い者支援施設等への消毒液やマスク等の物品の配布に加え、サーモ式体温計等の資

機材を整備しました。また、市ホームページ上にＡＩチャットボットを導入するな

ど、市民への情報提供を充実させました。 

さらに、コロナ禍での避難所の生活環境の改善のため、感染防止用間仕切りやス

ポットクーラー等を整備しました。 

「生活や雇用の維持と、事業の継続支援」の主な取り組みでは、ひとり親世帯の

児童扶養手当受給者への支援給付金の支給や、生活困窮者の就労支援を強化しまし

た。 

また、個人事業主等の事業継続のため、店舗等賃料を補助するとともに、キャッ

シュレス決済ポイント還元事業を実施しました。 

「地域経済対策」の主な取り組みでは、地域経済が新型コロナウイルス感染症の

影響を受ける中、商店街等の販売促進事業や日本遺産認定を契機とした「Ｇｏ Ｔｏ 

伊丹キャンペーン」事業等を行い、市内経済の活性化を図りました。 

また、感染症対策を講じながら東リいたみホールやアイフォニックホールで公演

を行う個人や団体に対し、施設利用料の助成を行い、公演再開を支援しました。 

「新しい暮らしのスタイルの確立」の主な取り組みでは、官民のテレワークの推

進やＳＮＳを活用した防災のＩＴ化等を進め、ポストコロナ時代を見据えたデジタ

ル化を推進しました。 

また、計画期間の最終年度を迎えた「行財政プラン」に掲げる財政指標の目標達

成を目指し、健全な財政運営に努めました。 

それでは、まず、令和２年度の財政状況について、御説明申し上げます。 

一般会計の歳入総額は、１，０５８億１，４２７万円、歳出総額は、１，０４０

億８，９０２万８，０００円となり、ここから翌年度へ繰り越すべき財源を差し引

いた実質収支は、１１億７，２８２万８，０００円となりました。歳入におきまし

ては、その根幹をなす市税が総額で、３１５億８６万１，０００円と、前年度に比

べ、４億１，７２１万７，０００円、１．３％の増となりました。 



また、国庫支出金は、特別定額給付金事業をはじめとする、新型コロナウイルス

感染症対策事業に伴う国庫補助金や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金の増加等により、３７８億９，２７０万９，０００円となり、前年度に比べ、

２４５億１，３６１万４，０００円、１８３．２％の大幅な増となりました。 

歳出につきましては、補助費等が、新型コロナウイルス感染症対策として実施し

た特別定額給付金、また、交通事業会計及び病院事業会計に対する補助の増加等に

より、２９３億３，７６１万９，０００円となり、前年度に比べ、２５２．１％の

大幅な増となりました。 

扶助費が、保育所や認定こども園等の就学前施設へ支弁する施設型給付費や保育

所保育委託料、また、子育て支援施設等利用給付費等の社会保障関係経費の増加等

に加えまして、子育て世帯臨時特別給付金やひとり親世帯臨時特別給付金の増加に

より、２４５億７，９８７万８，０００円となり、前年度に引き続き、過去最高額

を更新しました。 

人件費は、職員数増に伴う一般職給や会計年度任用職員報酬が増加したことなど

により、１３４億３，７５３万１，０００円となり、前年度に比べ、９億５，１７

１万９，０００円、７．６％の増となりました。 

また、普通建設事業費は、新庁舎等整備事業や生涯学習センター整備事業、幼稚

園・小学校・中学校施設整備事業を実施したことなどにより、９２億１，６１７万

１，０００円となり、前年度に比べ１１億４，１８１万３，０００円、１４．１％

の増となりました。 

次に、市の貯金であります、財政調整基金につきましては、地方財政法の規定に

基づく、決算剰余金の積立てを行った一方、新型コロナウイルス感染症対策事業に

伴う取崩しや交通事業会計への出資に加え、幼児教育関連施策に伴う取崩し等を行

った結果、総額で４９億６，９１５万２，０００円となり、前年度に比べ８億８，

８４４万９，０００円、１５．２％の減となりました。 

次に、市の借金に当たります、地方債残高につきまして、特例債は、地方交付税

の代替措置であります、臨時財政対策債が減少したものの、普通債は、普通建設事

業等の増により、前年度に比べ、１６億５，０６５万５，０００円増加し、２８８



億２，５３２万４，０００円となり、地方債現在高の総額といたしましては、前年

度に比べ、１３億２，０２９万８，０００円増加し、６０９億円５，３８７万５，

０００円となっております。 

次に､地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく指標について御説明申し

上げます。 

まず、実質赤字比率と連結実質赤字比率につきましては、黒字のため、前年度と

同様に該当がなく、実質公債費比率は、５．１％と、前年度に比べ、０．８ポイン

トの減少、将来負担比率は、公債費充当可能財源等が将来負担額を上回ったため該

当なしとなりました。なお、同法に基づく、公営企業の資金不足比率については、

該当がございませんでした。 

また、平成２８年度から令和２年度までを計画期間とする「行財政プラン」に掲

げた財政指標の目標達成度合いについてでありますが、財政調整基金の残高が、令

和２年度に新型コロナウイルス感染症対策事業の財源として、多額の取崩しを行っ

たことなどから目標達成とはなりませんでしたが、その他の項目においてはすべて

達成しております。 

こうした状況のもと、令和２年度に推進してまいりました、主な取組について、

伊丹市総合計画（第５次）の体系に沿って、御説明申し上げます。 

はじめに、基本方針１ 「参画と協働による市民自治」についてでありますが、

地域コミュニティの基盤強化を図り、市民による主体的なまちづくりを推進するた

め、「伊丹市地域自治組織の設立等に関する条例」に基づき、荻野、天神川の２小

学校区の地域自治組織に対して地域ビジョンの策定を支援するとともに、１０小学

校区の地域自治組織に対して地域総括交付金を交付しました。伊丹市公共施設再配

置基本計画に基づき、緑ケ丘センター、東緑ケ丘センター、遺族会館を集約し、地

域の活動拠点となる緑ケ丘センターの整備に向けた基本設計、実施設計を行いまし

た。 

次に、基本方針２ 「多様性を認め合う共生社会」についてでありますが、男女

共同参画の推進に向けた拠点施設として、伊丹商工プラザ５階に「男女共同参画セ



ンター」（ここいろ）を設置し、男女共同参画社会の実現に向けて、情報の収集や

提供、相談、啓発などの事業を推進しました。 

次に、基本方針３ 「自立的な行財政運営」についてでありますが、議会特別委

員会での協議や「伊丹市総合計画審議会」の答申等を踏まえ、令和３年度から８年

間を計画期間とする第６次伊丹市総合計画を策定しました。税に関する証明書等の

交付を庁舎１階市民課窓口に統合するとともに、手数料支払いに係るキャッシュレ

ス決済の実証実験を行いました。市民サービスの向上及び事務の効率化を図るた

め、ＡＩ等の先端技術の活用について、一般財団法人地方自治研究機構と共同で調

査・研究を実施し、事業化に繋げました。 

次に、政策目標１ 「支え合いの心でつくる安全・安心のまち」についてであり

ますが、正確で迅速な災害関連情報を伝達するため、メール配信や多言語化等の機

能を備え、スマートフォン用アプリに対応した「ひょうご防災ネット」を導入しま

した。官民協働で実施する「まちなかミマモルメ」の活用を促進するため、引き続

き、小学校１年生や見守りの必要な認知症高齢者、障がい者の利用者負担を全額無

料としました。消防力の機能強化を図るため、神津出張所の化学消防車及び荒牧出

張所の救急自動車を更新し、西消防署のはしご自動車をオーバーホールしました。

雨水管渠布設工事や老朽化が著しい中心市街地の雨水管渠改築工事、雨水ポンプ場

の改築等を実施しました。国民健康保険加入者の特定健診受診率の向上に向けて、

ＡＩを活用した新たな手法で受診勧奨を実施しました。フレイルと呼ばれる加齢に

より心身の機能が低下した状態や誤嚥性肺炎について、高齢者を対象に予防を啓発

する講座や介護専門職を対象とした研修会を実施しました。宝くじ社会貢献広報事

業交付金を活用して、障害者デイサービスセンターの送迎バス１台を更新しまし

た。 

次に、政策目標２ 「未来を担う人が育つまち」についてでありますが、妊産婦

の不安や負担感の軽減を図るため、助産師等による相談や妊産婦の交流を促進する

「産前・産後サポート事業」と、一定期間の宿泊、通所により、母体の回復を促進

し、育児指導等を行う「産後ケア事業」を実施しました。幼児教育の質の向上を図

るため、令和２年４月に開設した幼児教育センターを拠点とし、市内の就学前施設



に対する幼児教育研修会の開催や、幼児教育アドバイザーによる各園訪問を行いま

した。旧稲野幼稚園施設の改修工事を実施し、稲野児童くらぶ及び不登校児童生徒

の支援を行う教育支援センター「やまびこ」を開設しました。児童生徒の学力向上

および学校の臨時休業に伴う未指導分の補習等を行うため、教員免許を有する地域

人材を活用し、授業中の指導補助や少人数指導及び放課後学習を実施しました。通

学路の見守り等、児童・生徒の安全のために、活動する地域ボランティアに対する

傷害保険の加入を支援するとともに、交通安全や防犯に関する啓発に取り組みまし

た。 

子どもの健やかな成長と発達を促す遊びの拠点として、旧女性・児童センター跡地

に、児童会館（こらくる）を整備しました。築後２８年が経過したラスタホールの 

長寿命化を図るため、大規模改修工事を実施しました。 

次に、政策目標３ 「にぎわいと活力にあふれるまち」についてでありますが、

伊丹の歴史・芸術・文化の総合的な発信拠点施設として、みやのまえ文化の郷に博

物館の機能を移転する大規模改修工事に着手しました。多くの市民が憩う有岡城跡

公園南側エリアのシートを再整備しました。伊丹市企業立地支援条例に基づき、立

地奨励金や雇用奨励金等を交付することで企業誘致及び定着を支援しました。就職

を希望する市内在住の未就職者に対し、求職活動に向けた講座や体験実習を通じて

就職を支援するとともに、市内事業所を中心とする合同会社説明会、就職面接会を

実施しました。 

次に、政策目標４ 「環境が大切にされ暮らしやすさと調和したまち」について

でありますが、伊丹市一般廃棄物処理基本計画に基づき、ごみの減量・資源化を推

進するため、紙分別促進袋を各家庭に配布しました。また、市民団体と協働して、

フードドライブの活動を実施し、食品ロス対策に取り組みました。お墓をめぐる多

様なニーズに対応するため、合葬式墓地を整備しました。市営住宅を市民が安全・

安心に利用できるよう、計画的な改修工事や耐震診断に基づく耐震補強設計を実施

しました。中心市街地の景観等、多様な都市空間の魅力の向上を図るため、電線類

地中化の工事を実施しました。市民が安全で快適に通行できる道路空間とするた



め、転落防護柵の設置や更新、交差点部に車止め等の新設及び市道昆陽車塚線の自

転車レーンを整備しました。 

以上、令和２年度の主な事業概要について、御説明いたしました。 

引き続き、感染拡大防止対策や「新しい生活様式」への対応に向けた取組を推進

するとともに、第６次伊丹市総合計画に掲げる将来像「人の絆 まちの輝き 未来

へつなぐ 伊丹」の実現に向けた施策に取り組んでまいります。 

次に、特別会計について御説明申し上げます。収支の詳細につきましては、令和

２年度伊丹市特別会計歳入歳出決算附属書類を御高覧いただくことといたしまし

て、事業内容を中心に御説明申し上げます。 

まず、令和２年度伊丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算についてであり

ますが、歳入総額は前年度に比べ、３．８％減の、１８４億３，９３８万１，０９

０円に、また、歳出総額では、３．９％減の、１８２億５，９６５万６，１３８円

となりました。歳入の国保税収入は、被保険者数の減少による影響及び新型コロナ

ウイルス感染症の影響を受けた被保険者への減免等を受けて、現年度分の収納額

は、前年度に比べ、１億２，２９４万４，７６１円の減、県支出金が、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により受療行動が抑制されたことによる医療費の減少に伴

い、６億５，２５７万７，０２４円の減、歳入は、７億２，１９２万５，４７９円

の減と 

なっております。一方、歳出における医療費は、被保険者数の減少及び医療費の減

少等により、前年度に比べ、６億５，９１７万２５０円の減となり、国民健康保険

事業費納付金は、７，５６３万８，６４７円の増であったため、歳出は、７億４，

３４８万１，３２３円の減となっております。 

これらの結果、実質収支で、１億７，９７２万４，９５２円の黒字となりまし

た。この額から、前年度実質収支額を差し引いた単年度収支では、２，１５５万

５，８４４円の黒字となりますが、基金繰入金等を差引きした実質的な単年度収支

は、６，９０４万３，１５６円の赤字決算となって 

おります。なお、歳入歳出差引額、１億７，９７２万４，９５２円につきまして

は、令和３年度予算へ繰り越しております。 



次に、令和２年度伊丹市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算についてであ

りますが、令和３年３月３１日現在の被保険者数は、２万６，３２６人で、歳入総

額は、前年度に比べ、７．０％増の、３０億９，４０３万１，４５１円、また、歳

出総額は、前年度に比べ、７．０％増の、３０億９，２８６万５，８２５円となっ

ております。歳入総額から歳出総額を差し引いた実質収支額は、１１６万５，６２

６円となっております。 

次に、令和２年度伊丹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算についてであります

が、第７期介護保険事業計画の最終年度となります、本年度の介護保険事業特別会

計は、歳入総額から歳出総額を差し引いた実質収支額は、１億９，９７８万４，６

４５円の黒字となっております。令和３年３月３１日現在の要介護認定者数は、１

０，３９２人で、前年度に比べ４．７％の増となっており、介護給付費は、居宅介

護サービス給付費等が、９５億２，８９２万２，８７７円、施設介護サービス給付

費等が、３８億３，３４２万１，５２２円で、合計１３３億６，２３４万４，３９

９円となっております。これは介護保険事業計画を、５．１％下回っております。

また、地域支援事業費につきましては、介護予防・生活支援サービス事業費とし

て、４億６，８１５万６，５８４円、一般介護予防事業費として、１，５９４万

３，２８７円、包括的支援事業・任意事業費として、２億５，１４１万３，１０２

円、合計 7 億３，５５１万２，９７３円となっております。 

次に、令和２年度伊丹市中小企業勤労者福祉共済事業特別会計歳入歳出決算につ

いてでありますが、市内の加入中小企業に勤務する、従業員の福利厚生の増進に寄

与するため、健康診断や施設チケット斡旋等の福利事業及び各種給付事業を実施し

ました。会員数は、前年度に比べ、１６社減少の、２９４社、被共済者数は、１７

８人減少して、２，１９３人となりました。歳入・歳出につきましては、歳入総額

が、共済掛金収入、共済行事弁償金の減等により、前年度に比べ、１４．３％減

の、２，６７７万５，５５４円で、歳出総額は、一般会計への操出金が増となった

一方で、委託料、施設使用料の減等により前年度に比べ、１４．３％減の、２，６

７７万５，５５４円となりました。なお、本会計は、民間福利厚生事業者の増加や



兵庫県中小企業従業員共済事業との重複等、所期の目的及び担う役割が一定終局し

たことから、令和２年度をもって廃止いたしました。 

次に、令和２年度伊丹市鴻池財産区特別会計歳入歳出決算についてであります

が、１，０５６万９，６３７円をもって、財産区財産の管理等を行ったほか、基金

利子相当額等を基金に積み立てました。 

次に、令和２年度伊丹市荒牧財産区特別会計歳入歳出決算についてであります

が、１，３１１万５，９３６円をもって、財産区財産の管理等を行ったほか、基金

利子相当額等を基金に積み立てました。 

次に、令和２年度伊丹市新田中野財産区特別会計歳入歳出決算についてでありま

すが、１，０９１万４，７２２円をもって、財産区財産の管理等を行ったほか、基

金利子相当額等を基金に積み立てました。 

最後に、企業会計について御説明申し上げます。収支の詳細につきましては、令

和２年度伊丹市各公営企業会計決算書を御高覧いただくことといたしまして、事業

内容を中心に御説明申し上げます。 

まず、令和２年度伊丹市病院事業会計決算についてでありますが、令和２年度

は、統合新病院の整備に着手し、基本設計等を行いました。また、保全改修工事と

して空調設備他の改修工事を行うとともに、医療機器の整備としては注射薬自動払

出システム等の更新や新型コロナウイルス感染症対策の補助金を受けコンピュータ

ー断層撮影装置などの整備を行い、適切な設備投資を図り、地域の基幹病院として

の役割を果たすよう努めました。経営状況につきましては、収入では、入院外来と

も１人１日当り収益の増加により、新型コロナウイルス感染症の影響による患者数

の減少に伴う入院外来収益への影響を少なく抑えることができ、医業収益は減少し

たものの、一般会計や国県の補助金を受けて９億６,５６０万４，４３６円の純利益

を計上しました。 

次に、令和２年度伊丹市水道事業会計決算についてでありますが、より安全で、

良質な水道水の安定供給に向け、前年度に引き続き、配水管の改良工事をはじめ、

千僧浄水場の中央監視制御設備やオゾン処理棟インバータ等の更新改良工事を実施

するなど、給水サービスの向上と、ライフラインとしての施設の高水準化を図りま



した。制御設備収益的収支につきましては、収入において、水道料金収入が新型コ

ロナウイルス感染症の影響を踏まえ基本料金を２期分減免したことにより減少しま

したが、支出において、受水費や減価償却費が減少したことなどにより、１億４,０

５４万２，２９３円の純利益を計上することができました。 

次に、令和２年度伊丹市工業用水道事業会計決算についてでありますが、収益的

収支につきましては、収入において、超過使用水量の減などにより全体として減少

しましたが、支出において、施設管理負担金や資産減耗費が減少したことなどによ

り、１億３２９万５,３２６円の純利益を計上することができました。 

次に、令和２年度伊丹市下水道事業会計決算についてでありますが、安定的な下

水道サービスの提供に向け、国の補助金を活用した汚水管渠の更生工事や、瑞ケ丘

二号雨水調整池築造工事を実施するなど、浸水の防除や生活環境の改善、公共用水

域の水質保全などに取り組みました。 

収益的収支につきましては、収入において、下水道使用料収入が新型コロナウイ

ルス感染症の影響を踏まえ基本使用料を２期分減免したことにより減少しました

が、支出において、流域下水道維持管理負担金や支払利息が減少したことなどによ

り、４億９９万４，０６９円の純利益を計上することができました。 

次に、令和２年度伊丹市交通事業会計決算についてでありますが、新型コロナウ

イルス感染症の拡大により利用者が大きく減少する中、バス車内の抗菌・抗ウイル

ス施工など、最大限の感染拡大防止対策を講じながら市営バスの運行を維持し、市

民の皆様の移動手段の確保に全力を挙げて取り組みました。 

主な事業といたしましては、バス待ち環境の更なる改善を図るため、バス停留所

に収納式ベンチを新たに設置したほか、老朽化した上屋及び標柱の更新等を実施い

たしました。また、コロナ禍の中でも安定的な事業運営ができるよう、一般会計か

ら５億円の出資金を繰り入れ、財務基盤の強化を図りました。 

収益的収支につきましては、コロナ禍に伴う運輸収益の減収を補うため、一般会

計から３億円の補助金を繰り入れたものの、減価償却費等の増により当初から赤字

を見込んでいたこともあり、６，４０２万７，４４８円の純損失を計上することと

なりました。 



最後に、令和２年度伊丹市モーターボート競走事業会計決算についてであります

が、尼崎本場での開催の他、姫路・滝野・洲本・朝来・相生の５つの場外発売場を

運営して、経営改善に取り組み、収益の確保に努めました。 

収益的収支につきましては、収入では、尼崎本場及び専用場外発売場の売上は 

当初見込みを下回りましたが、スマートフォンを中心とした電話投票の売上が好調

に推移し、支出においても経常経費の削減に取り組んだ結果、一般会計への繰出金

３億円を執行し、７億６，６３９万２，１１７円の純利益を計上することができま

した。 


